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東南アジアの中心に位置し、多様な民族と大自然が魅力的なマ

レーシア。近年、著しく発展している都市部の現状を調査する

為、3 箇所の都市調査を行った。急激な経済成長を続けるクア

ラルンプール、首都機能移転により開発の進むプトラジャヤ、

イギリス統治時代の優雅な建築が歴史を感じさせるペナン、そ

れぞれの都市は、独自の文化を保ちつつ現代化が進んでおり、

魅力的な街でした。

海外調査：マレーシアの３都市

「マレーシアの光にみる国家の威信」
2008.12.09 - 14

菅又健雄 + 山本幹根

■光輝くツインタワー 

クアラルンプール市街には、 イギリス統治時代の建

築や様々な文化による建築様式が混在しており、 独

特の景観を作り出している。 その中で、 ペトロナス・

ツインタワーは、 クアラルンプールのシンボルとなっ

ており、 かつては、 世界で最も高いビルであった。

タワーのファサード照明は、 地上からのフラッドライ

トと中層部からの照明によりファサードを白色の色で

照らしている。 その光は、 暴力的な程の明るさでラ

イトアップされており、 上空の雲を照らすことにより、

一層存在感を増す。 暗く沈んだ街中に、 光り輝く二

つのタワーが浮かび上がる光景は、 支配的であり、

象徴的であった。 突如現れた様な近未来的で光を

纏ったタワーは、 なぜか美しく感じた。

■時間の混在

ブキッ ・ ビンタンは、 ショッピングセンターやレストラ

ン、 高級ホテルが建ち並び、 クアラルンプール随一

の繁華街だ。 その中でも、 ブキッ ・ ビンタン通りは

最も賑わいを見せている。 その通りの東側は、 現

代建築が建ち並び都会的な雰囲気であるが、 西に

行くにつれ古い建築が密集し、 アジアの繁華街とい

う感じの雰囲気になっていく。 クリスマスシーズンだ

からなのか、 光の要素も多く、 光が溢れているこの

通りは、 多くの人で賑わっていた。 車道用のポー

ル灯は、 ナトリウムランプを使用しオレンジ色に照ら

す。 ポール灯の器具は、 形状、 ピッチ、 配光など

全てバラバラで、 通りとしては、 統一感が全く無い。

しかし、 新しく出来た建築の前は、 既存のポール灯

が残りつつ、 新たなポール灯が追加され、 ポール

灯のトップには、 建築のファサードを照らすための

照明器具が設置されていた。 通りとしての魅力を引

き出す為にも、 無駄なポール灯を排除し、 グレアを

感じない光にして欲しい。 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　                                                    　

KL のシンボル、 ペトロナス ・

ツインタワーは、 暴力的な程の

明るさで照らされているが、 暗

く沈んだ街中に浮かび上がる光

景は、 なぜか美しく感じた。

都心部から少し離れたティティ

ワングサ公園は、 カップルた

ちが集まる夜景スポット。 湖

の水面に映り込む光を見ても、

ツインタワーはしっかりと存在

感を示している。

KL 随一の繁華街であるブキッ ・

ビンタン。 そこでは、 様々な照

明手法を見ることが出来る。 し

かし、 通りの照明としては、 統

一性が無く、 雑多な感じであっ

た。

ブキッ ・ ビンタン通りの断面
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国家の威信を感じるこの街は、

象徴的な都市計画がされてい

る。 照明に関しても、 照明手

法や照度設定を使い分ける事

により表現されていた。

■首都機能移転都市 

クアラルンプールから、 南へ 25km に位置するプト

ラジャヤは、 行政新首都として、 中央省庁 ・ 連邦

裁判所 ・ 首相府などの行政機関が置かれ、 2010

年には住宅や公園等の環境整備などのすべての開

発が完了する予定となっている。 都市の中心部に

は、 行政などの主要な建築が建設されており、 周

辺は人工の湖に囲まれている。 そのため、 橋は重

要な要素となり、 全ての橋は特徴的なデザインであ

る。 緻密に計画されたこの都市では、 建築のデザ

インや配置計画から国家の威信や象徴性が感じら

れる。 照明に関しても、 開発途中の段階で 2002 年

9 月 「Putrajaya Good Lighting Practice Guidelines」

というガイドラインが策定されており （照明手法や照

度設定、 色温度設定などが記載されている）、 それ

らを表現する為の要素となっている。 特に重要とな

るセントラル ・ ブルバードは、 全長 4km の通りで島

の中央を貫く。 道幅は、 歩道を含め 100 ｍとスケ

ールが大きくパースペクティブ的に見えてくる。 ここ

での特徴的な照明手法は、 樹木のライトアップは車

の進行方向から見える方向のみアップライトされてい

たり、 建築のファサードを照らす埋め込みのフラッド

ライトが入っており、 光の帯を作り出していた。 その

道のフォーカルポイントとして首相官邸があり、 それ

を象徴的に演出する光であった。 ただ、 働いている

役人たちは夕方早く周辺の住宅に帰ってしまうため、

夜になると人の気配が無くなり、 現実からかけ離れ

たバーチャルな都市に感じた。

■都市と水

人工の湖に囲まれたこの都市では、 対岸や橋など

様々な視点から重要な施設を見ることが出来る。 建

築物は、 イスラム風の建築や現代建築が建ち並び、

それぞれ違った建築であるが、 景観を壊さないよう

に色や高さなどが場所ごとに統一されている。 夜に

なると、 それらの建築物がライトアップされ、 建築

の特徴に合わせた照明手法を使用している。 特に

水辺からの視点は重要な要素となっており、 日没に

なり始めると、 建築からの光がブルーに染まる水面

に映り込む。 次第に水面が暗くなり、 逆に建築から

の光が水面に浮かびあがり、 幻想的な景観を作り

出す。 また、 橋のライトアップもデザインに合わせ、

様々な照明手法を使用していた。 グレアを感じない

様に器具にフードが取り付けられていたり、 カラーラ

イティングにより印象的な景観を作り出していた。

プトラジャヤの中心部は、 人工の

湖に囲まれている。 そのため橋

は重要な要素になっており、 そ

れぞれ特徴的なデザインである。

プトラジャヤの中心部にある首

相官邸とプトラモスク。 イスラム

風の建築に合わせた光は、 ブ

ルーに染まる水面に映りこみ、

幻想的な風景を作り出す。

セントラル ・ ブルバードの断面
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■文化の融合都市 

マレーシア第二の観光都市、 ペナン島。 イギリス統

治時代の歴史的遺産が多く、 東西の貿易の中継地

であったため、 数多くの文化が融合した街が形成さ

れている。 また、2008 年にジョージタウンの市街は、

世界遺産として登録された。

まず、 ジョージタウンを一望できる、 ペナンヒル （ペ

ナン島の中心に位置する） に登り、調査を開始した。

この街には、 高層の建築がほとんど無く、 30m 以

下くらいの朱色の屋根を持った建築（ショップハウス）

が多いのが特徴的である。 街全体で見ると、 赤っ

ぽい街として見えてくる。 空が暗くなるとともに、 街

灯が点灯し始め、 ボリュームとして見えていた建築

物と、 地上レベルの道が、 じんわりと反転して見え

てくる。 ここの夜景で特徴的なのは、 建築に対して

目立ったライトアップが無く、 暗く沈んでいく低い建

築の隙間から道のラインがくっきりと浮かび上がる美

しさを感じた。

■世界遺産

次に、 ジョージタウン市街の調査を行った。 ヨーロ

ッパの様に美しい街並みとは言えないが、 使い込ま

れた生活感のある街だと思った。 近景からの特徴的

な光として見えてくるのが、 大きな通りに面した樹木

のアップライトであった。 緑色の 250W メタハラを使

用し樹木をアップライトしている為、 緑がとても鮮や

かに見えるが、 車道に沿って連続して見えてくるの

で異様な感じがした。 一方、 建築の照明は、 あま

り特徴的な光は無く、 ライトアップされている建築は

ほとんど見かけられなかったが、 車道に並ぶ屋台な

どの光は煌々と一帯を照らし、 活気とエネルギーを

感じる光であった。                             

                                                        （山本幹根）

市街にある展望台 （コムタ） か

らの俯瞰。 車道の光が暗く沈

んだ建物の隙間から漏れ、 ゆ

っくりと時間が流れて行く。

グリーンに照らされた樹木は、

この街では多く見ることが出来

る。 少し不気味ではあるが、

緑は鮮やかに見え、 静かな街

並みに特徴を与えていた。

昼間には人通りの少ない場所

が、 夜には一転して、 多くの

屋台が建ち並ぶ。 アジアっぽさ

を感じる光だった。
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2008.11.20  

小川祐樹 + 三宅博行

東京調査 ： 首都高

「Tokyo Night Drive」

東京の光はこれまでの調査で示されてきたようにエ

リアごとにそれぞれ異なる特徴を持っている。 これ

らのエリアをつなぐ首都高からみた都市のシークエン

スは多様性に富んでおり、 目を奪われるような光景

の変遷がいくつか存在した。 それらから東京の光を

特徴づけていると感じた５つのシークエンスをピック

アップしルートとあわせて紹介する。

■浜崎橋ジャンクション→レインボーブリッジ＜環状線Ｃ１外回り→台場線１１＞

湾岸方面へ浜崎橋 JCT をすぎるとすぐに大きなカーブにさしかかる。 ここで突然視界が開け、 湾岸夜景が

広がる。 ほぼ同色となった海と空の境にレインボーブリッジがかかり、 その向こうに台場の光が見える。 時

間にすると 10 秒程度のシーンだが、 都市から海へのドラマティックな展開が印象的だった。 さらに進むと道

はレインボーブリッジへと向かい、 白く輝く２本の巨大な橋梁が次第にスケールを増してくる。 橋梁を潜り抜

け台場へと向かう道では、 等間隔のポール灯と白くそびえる橋梁が黒い背景と相まって、 求心性と疾走感を

感じさせる光景が生まれていた。

夜の首都高を走ると、東京の光をシークエンスとして体感す

ることができる。ビルの合間に断続的にたち現れる東京タワ

ー、上空まで輝く銀座のネオン街、暗く沈みこむ皇居や海。

-TOKYO NIGHT DRIVE- 我々探偵団は車にビデオカメラを取

り付け、都市の中心をうねるように廻る首都高を走った。

■京橋→西銀座＜環状線Ｃ１外回り→東京高速道路＞

東京高速道路は銀座の中空を縫って抜ける道路だ。 正確には首都高ではなく、 車通りも少ない。 昼はビル

に囲まれて薄暗い感じのする道だが、 夜には他では味わえない景色が広がる。 飛行船のようにぽっかりと

浮かんだ東京国際フォーラムの光へと大接近し、 その後銀座のネオンに迎えられる。 空までも明るい数寄

屋橋交差点は銀座らしさを語る光景の一つだろう。

右側の視界が開けてくるビルにはさまれた道 一気に空がひらける海へ達する直前でカーブ 遠景にレインボーブリッジ対岸の輝きが現れる

ビルの間に浮かぶ鉄骨本線を外れ坂を登る 空まで明るくなっている国際フォーラムに接近 暗いビルの裏側も通る数寄屋橋交差点の真上

都心環状線と南側の都心への入

り口を中心に調査を行った。 走行

距離は延べ 400km を越えた。
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■霞ヶ関→三宅坂ジャンクション→竹橋ジャンクション < 環状線Ｃ１外回り >

東京の夜にはブラックホールのような暗いエリアが点在する。 その一つである皇居の杜。 首都高はその周

囲や地下にも巡らされており、 このルートは首都高の中心に位置しながらも最も暗いという特異なルートとな

っている。 都市の中空をビルの合間をぬって走っていたはずが、 霞ヶ関で突如地下へ潜り、 トンネルを抜

けた時には既にビルは遠く、 木々に囲まれた暗い道にでる。 そしてすぐに三宅坂のトンネルに入るのだが、

今回の調査で暗さの印象を最も強く受けたのがこのシーンだった。

■ レインボーブリッジ→芝浦ジャンクション→東京タ

ワー＜台場線１１→環状線Ｃ１外回り＞

前述したレインボーブリッジを台場側から渡るルー

ト。 ここで遭遇するシークエンスは最も魅力的な東

京夜景のひとつと言えるだろう。 有明方面からブリッ

ジに差し掛かるあたりで、 海の向こうの東京タワー

やビル群の光が現れ始め、 これらは道のうねりにあ

わせて左右へゆっくりと揺れ動く。 橋が直線に入ると

近くに見えるのは橋そのものだけであり、 高速で流

れるポール灯の光と、 ゆっくりと移動する海沿いの

ビル群の光、 そしてそのさらに奥でとどまる東京タワ

ーの光が、 速度の異なる複層のレイヤーとなり、 美

しい光景を生み出していた。 橋を渡りきった時には、

東京タワーはすぐに他のビル群に呑み込まれてしま

ったが、 断続的にビルの合間から姿を見せながら、

徐々にスケールアップしていく光景は、 その都度目

を奪うと同時に、 その全体像を現わすことへの期待

感をあおるものでもあった。

■調査を終えて

今回の調査で、 都市には走ることで初めて気づくドラマティックな光の展開が存在することを実感した。 銀座

や六本木、東京タワーなどこれまで歩いて調査したエリアの光も車からだとまた違って見えてくる。 流れる光、

近づく光、 遠ざかる光、 隠れる光、 動きがあるからこその光を体験することができる。

あなたも夜の東京を車で走る機会があれば少し遠回りでもして、 光を楽しむ道を走ってみてはどうだろうか。

ただし車は走る凶器、 脇見運転にはくれぐれもご注意を。

( 小川祐樹 )

■平和島→芝浦ジャンクション＜羽田線１＞

羽田から都心に向かって走ると、 遠方のビルの間

に東京タワーが時折顔を出す。 空港から東京に向

かう人々にとっては次第にスケールアップする東京タ

ワーが、 都心との距離を表わすバロメーターになる

のだろう。 近景では、 巨大な倉庫が立ち並ぶ大雑

把な光から、 次第に集合住宅やオフィスビルの光が

中心となり、 見える光から人の営みが感じられてく

る。 そしてモノレールの下をくぐる頃、 極めて東京ら

しい、 ビルと広告の光が溢れだす。 まさにこの時、

東京に迎え入れられたと言えるのかもしれない。

速度の違う光が遠近に重層しな

がら流れ去ってゆく 11 号上りが

東京でもっともドラマチックなル

ートだろう。 ぜひ探偵団ウェブサ

イトの動画も見てほしい。

代官町付近。 昼は緑の豊かな、

そして夜は完全な暗闇と化した皇

居が右手に広がっている。

都心への入り口に差し掛かった

とき、 タイミングよくモノレールが

頭上を走り抜けていった。

ビルとビルの隙間から時に東京

タワーが覗く。 写真は天王洲ア

イルを少し過ぎたところ。
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■ “Light Up Ninja Junior” は SIA(Singapore 

Institute of Architect) が主催する "archifest08" とい

うイベントの一環として開催することになり、 照明探

偵団史上初となる子供のためのワークショップという

ことで、 新たなる展開への期待と、 果たして企画が

成功するのかという不安が交錯していました。 ワー

クショップの場所はいろいろな議論の末、N Parks （国

家公園課） の支援を受けて、 国立植物園 Singapore 

Botanic Gardens 内にある Jacob Ballas Children’ s 

Garden となりました。 4 歳から 10 歳までの、 30 人

の子供達とどういう光の遊びをしようか。 子供が相

手ということで、 普段のワークショップでは気を配る

ことがないようなことを様々に想定しながら、 子供た

ちと光が戯れる様子を思い描きました。 そして、 子

供達が自分で作った行灯を園内の要所に置き、 ほ

のかな光を実感する、 個々に持った懐中電灯でい

ろいろな樹木をライトアップして練り歩くという二つの

プログラムを用意しました。

照明探偵団シンガポール支部では、シンガポール建築家協会

（SIA）の主催する建築祭“Archifest08”の参加イベントと

して“Light Up Ninja Junior" を主宰しました。3 年ぶりの

Light Up Ninja は子供が主役というなんとも愉快な、はたまた

予測不能なワークショップとなったのでした。

ライトアップニンジャ ジュニア

@ Singapore
2008.10.11

服部祐介

照 明 探 偵 団 ニ ン ジ ャ ロ ゴ と

architest08 ロゴとのコラボレー

ション。 4 ～ 13 歳の子供を募

集すると瞬く間に満員御礼。

子供たちはまだ少々緊張気味。

「残念ながら今回は本物のロウ

ソクを使うことができないので、

LED のロウソクを使います。」

と面出団長。

■本番当日は天候にも恵まれ 17 時半からスタート。

司会進行は子供が好きだという Brian 団員が引き受

けてくれました。 SIA カウンシルメンバーの建築家

パパたちもチームリーダーとして参加してくれました。

面出団長の挨拶に始まり、 行灯の作り方を説明す

ると、 早速制作を開始。 一枚のトレペに、 思い思

いに絵を描き様々な色の切り紙を張り、 LED ロウ

ソクに巻いて行灯は出来上がり。 最初は緊張気味

だった子供たちも行灯作りに夢中になっていました。

終盤は、 ライトアップのために用意した懐中電灯に

トレペを巻いてライトセーバーに変身させ、 それを持

って夢中に走り回る子供たちが続出。 それを見て大

人たちが苦笑していると、 その中には子供たちと一

緒に戯れる面出団長の姿が。 そう、 照明探偵団員

たるものいつまでも少年の心を忘れてはならないの

でした。
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みんなそろっていざ点灯。 子供

は純粋にヒカリモノが好きなよ

うです。 歓声が沸きあがる中、

指揮をとるのは団員の Brian。

園内をパレードで巡回した後、

暗闇の中で集合写真。 パレード

に突如参加したニンジャもみんな

と記念撮影。

ライトセーバーではしゃぐ子供

達の中に面出団長の姿を発

見。 いつまでも少年の心を忘

れずにいることは大切ですね。

製作を開始！隣の様子をうかが

いながらも、 おそるおそるペン

を握る子供達。 3 分後には何の

躊躇もなくペンを走らせていまし

た。

■いよいよ日が暮れて、 行灯とライトセーバーを持

って園内をパレード。 なんとパレードには暗闇から

突如現れたニンジャも参加しました。 ニンジャは光

で照らされることが苦手なのだと知ると、 持っている

行灯やライトセーバーで一斉に照らして、 ニンジャの

うろたえる姿に子供たちは大喜び、 闇の中に潜めな

いニンジャはなんとも惨めな姿でした。 そしてそんな

中集合写真を撮影して無事にフィナーレを迎えたの

でした。 最終的には当初のプログラムとは違う内容

となったのですが、 それもまたよし。 何より子供達

が光で遊ぶことを覚えて帰ったようで今回のワークシ

ョップは大成功でした。 シンガポール支部の団員、

お疲れ様でした。 そしてご協力してくださった皆様、

本当にありがとうございました。 　　　　　　　　

照明探偵団にとっても子供達に

とっても初めての経験となり、

思わぬ発見があった今回のワ

ークショップ。 みなさんたいへ

んよくできました！
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■横浜へ行こう！現地調査

今回のニンジャを担当する事になった板倉 ・ 山本 ・

矢野の 3団員は、 まずは頭で考えるよりも、 行動し

ようと思い立ち、5 月のとある日、横浜へと向かった。

どんな隠された魅力が横浜にはあるのだろうかと、

現地でレンタルサイクルを借り、 山下町～本牧まで

横浜中を、くまなく走り廻った。 （翌日、筋肉痛が我々

を襲ったのは言うまでも無い。）

高速道路高架橋下や外人墓地、 本牧埠頭または観

光スポットまで、 いくつかの気になったエリアで止ま

り ・ 記録し、 そこで何が出来るのかを検討して行っ

た。 そして最後に我々の目に留まったのが汽車道だ

った。 都市の中に埋もれた、 暗い水平ライン・ ・ ・。

ん、これは、何か面白い事が出来るかもしれないと、

3人ともに直感した。 その後、何度か汽車道を訪れ、

怪しい実測調査を行い、 何が汽車道の隠された魅

力で、 どの様にその魅力を照明で引き出せるのか、

検討を重ねた。

■アイデアブレインストーミング

最初は様々なアイデアが出ていたが、 如何せんた

った一夜限りの実験である事や、 予算も限られてい

るし、 また関係各所への許可申請が予想以上に大

変な事などから、 だんだん現実的な方向 ・ 計画に

落ちついて行った。

その中で我々がこだわって、 最後まで残したのが水

中灯の実験だった。 古くからお付き合いのある、 メ

ーカーに協力を仰ぎ、 集魚灯として使われている水

中灯をお借りした。 水中から、 水際を照らして見よ

うと言うのが我々のアイデアだ。 さて、 その結果は

如何に？

現状の汽車道。 黒い帯が夜景

を分断してしまっている。

① ②

告知用パンフレット

都市の中に豊かなウォーターフロントがある横浜。

海と都市が織り成すコントラストが、横浜らしい魅力を生み、

多くの人々を惹きつけているが、夜ともなればその光景は、一

転し、暗く沈んだ水が都市の景観を分断している。

水・人・光との関係をもっと積極的に近づける事が、港町横浜

の新たな魅力を引き出すキーワードになるのではと考え、横浜

市都市デザイン室と照明実験を企画した。

ライトアップニンジャ ＠ 横浜
2008.11.14

板倉厚 + 山本幹根 + 矢野大輔

真剣な表情で説明を聞くボランテ

ィアスタッフ。

当日のボランティアスタッフがア

ンドンの設置に取り組んでいる。

鉄骨に抱きつきながら作業して

もらいました。 本当にご苦労様。

汽車道実測断面イメージスケッチ

この絵を元に、 横浜市や消防、

警察などに向けて説明を行った。
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■実験開始！

実験当日は我々の努力が報われたのか、 晴天に恵

まれ絶好の実験日和。 何よりも自分たちが楽しむ事

が大切だと、 ポカポカとした陽気のもと、 ボランティ

アの方々と楽しく準備 ・ 設営を行った。

辺りも夕闇に包まれ、 いよいよ水中灯の電源も

ON。 だんだんとその明るさが増すにつれ、 海中が

明るく照らしだされて行く様にドキドキした。

本来は海洋で使うメタルハライド 2kw の水中灯に、

反射板を取り付け護岸に向かって照明したが、 護岸

までの距離が近い事もあり、 実際は汽車道上にも

届かんばかりの、 予想以上のパワフルな光だった。

しかし、 普段は闇に沈んでいる海中がゆらゆらと照

らしだされ、 そこには幻想的な風景が広がっていた。

その他、 歴史ある石積みの護岸を LED ボーダーラ

イトで連続的に照らし上げ、 その陰影を対岸から観

察したり、 既存の汽車道上ボラードに、 LED を仕込

んだアンドン照明を被せ、 光の色や動きを変化させ

たりと様々な仕掛けを作った。

中でも好評だったのが、 橋梁の鉄骨トラスに仕込ん

だ照明だった。 背景が暗い事もあり、 構造体に照

明を仕込む事で、 無骨なイメージの橋が見事にアー

トワークの様に変貌した。

事前準備で随分と苦労したが、 この実験で多くの事

が検証出来た。

朝早くから準備 ・ 設置作業を手伝っていただいたボ

ランティアの方々、 電気配線作業をしていただいた

保谷さん、 快く器具の提供をしていただいた協賛メ

ーカーの方々、 そして関係各所への許可 ・ 申請に

奔走していただいた横浜市都市デザイン室の方々

に、 この場を借りてお礼申し上げます。 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（板倉厚）

①汽車道上の LED アンドン照

明。 ウーン、 ちょっと周りの光

に圧倒されてしまったかな。 　

②水にゆらゆらと浮かぶ照明に

照らされた、 普段見えない横浜

の海底は意外と綺麗！？

④昼間は無骨な橋も、 光の化

粧をまとい、 意外ときれい。

①

② ③

③ LED 照明によって橋梁が夕

暮れに浮かぶ。 トラス構造を照

らしたり外側を照らしたり。 様々

な色変化によって橋梁はアート

ワークの様に美しく変身した。

全員集合。 お疲れ様でした !!護岸照明を対岸より観察。 暖

色光による。

④

こんな感じで実験を行った。
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■白熱電球が生産中止！

2008 年 5 月 14 日、 新聞各紙の朝刊に見開き全面

広告が掲載されました。 東芝による白熱電球生産

中止の発表です。 電球がこんなに大きく掲載された

ことなど初めてでしょう。 何年も前から政府や様々な

機関が、 白熱電球の使用を抑えて電球型蛍光灯に

変えるようキャンペーンをはっていましたが、 とうとう

生産中止まで来ました。 これは照明の世界に起こっ

ている大変革と言えるでしょう。

■白熱電球はなくなるべきなのか。

電気屋では白熱灯へのシュプレヒコールの嵐。 マス

コミでもインターネットでも、 白熱灯を使わなければ

こんなにエコ！といった数値が出回っています。 し

かし探偵団としては白熱灯の良さを簡単には捨てき

れません。 そこでまず白熱電球の実態を探り、 さら

には実際に人が住んでいるお宅にお邪魔して白熱電

球を点けることに意味があるのか検証を重ね、 サロ

ンに臨みました。

■ゲストには照明メーカーの方を…

今回はゲストに、 パナソニック電工の照明ソフトエン

ジニア、 岩井彌さんをお迎えしました。 明るさ感指

標 「Feu （フー）」 の開発に携わった方です。 エン

ジニアの方を選んだのは、 我々とは違う視点の人と

議論することによる、 新しい発見を期待してでした。

サロン当日、 岩井さんが大きなボックスを持ち込み、

（中身は後ほど…）、 面出団長と探偵団の準備が整

う頃、 会場もほぼ満席になって、 いよいよサロンの

開始です。

■探偵団の調査＆検証結果発表

まずは探偵団の調査発表。 会場に 「白熱灯を生活

のメインで使っている方は？」 と問いかけると 3 割

ほどの方に挙手を頂きました。 日本の平均に比べ

るとずいぶん多いようです。 白熱灯による光の優れ

た点、 電球型蛍光灯の効率の優れた点を確認した

あと、 白熱灯で無駄になっているとされるエネルギ

ーの量がどのくらいか、 これまで探偵団でよく取り上

げてきた自販機やコンビニの明るすぎて無駄なエネ

ルギーと比較しました。 結果は白熱灯のほうがひと

桁上。 一つ一つは小さいですが、 家庭で一般的に

使われている総数の多さが勝りました。 そして探偵

団調査のメインは 「お宅訪問」。 実際に人の生活し

ているリビングやダイニングを訪ね、 既存の照明を

消し、 白熱灯をメインに照明を組み立ててきました。

① 2008/5/14 朝日新聞朝刊の

東芝の見開き全面広告。 生産

中止発表の中で最もセンセーシ

ョナルだった。

②面出団長の言葉でいざサロ

ン開幕。 会場は最初からほぼ

満席です。

④⑤S邸のビフォア＆アフター。

フル点灯ならもちろん蛍光灯の

ほうが省エネだが、 白熱灯は

調光してシーン作りができる。

③まず探偵団発表。 長きに渡

った調査と、 いろんな人にご協

力いただいた実験成果の発表

に熱が入ります。

⑥実験にご協力くださったお宅

の皆様、 ありがとうございまし

た。 I さん宅では最後にお茶ま

で頂いてしまいました。

2008 年度の探偵団サロンは、『住まいのあかり - 過去・現在・

未来』をテーマに 3 回シリーズで展開しています。今回、第

2 回目のテーマは『白熱ランプが住宅から消える？』。この、

まさに時事的な話題について、環境・技術・心理・生理・デザ

イン・社会など様々な側面から熱い議論が交わされました。

照明探偵団サロン第 36 回

「住まいのあかり　過去・現在・未来」 

白熱ランプが住宅から消える？　
2008.10.17

永田恵美子 + 谷川千晶 + 三宅博行 

①①

② ③

④ ⑤

⑥
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岩井氏のプレゼンテーション。

豊富なデータはもちろん、 光の

体験をさせてもらい、 納得させ

られてしまうお話でした。

3 種類の照明のボックスを覗き

込む面出団長。 面出団長でも、

条件によっては光源にだまされ

ることがあるそうだ

白熱電球の光は調光すると、 減

光するに伴って赤みが増してい

く。 特に人が照らされる場合に

は、 雰囲気の差が歴然。

2050 年の予言は正にバラエテ

ィに富んでいた。 話題もそれ

にあわせてさまざまなところか

ら飛び出した。

最後は会場を交えて議論。 特

に岩井さんへの質問が多かっ

た。 みな聞きたいこと、 思うと

ころはたくさんあったようだ。

フル点灯するともちろん消費電力は大ですが、 適切

な調光で元より少なくなります。 お住まいの方から

「雰囲気があってうちじゃないみたい」、 「慣れれば

暗さは気にならない」 など様々な感想を頂きました。

必要なとき以外は落ち着いた光で暮すことが、 心地

よいと同時に省エネであることが示されました。

■じつは岩井さんは白熱灯支持派！？

ゲストの岩井さんのお話は、 エンジニアならではの

豊富なデータとテンポのよい話の組み立て。 実は岩

井さんも、 白熱電球廃止は反対でした。 工学や生

理などさまざまな側面からの理由ともに、 実際の光

を見せていただきました。 前述のボックスの中には

3 種類の光源に照らされた果物たち。 並べてみると

違いは一目瞭然。 でも一つずつなら、 気持ち悪い

というほどでもありません。 蛍光灯や LED が、 白熱

灯に近い演色性を達成してきていることがわかりま

す。 他にも白熱灯の長所、 調光についての実験も

しました。 LED はそのままの色で減光し、 なんだか

墓場のような薄暗さになります。 白熱灯は、 減光と

同時に赤みが増し、 くつろげる温かみのある暗さに

なっていきます。 結びに、 エネルギー効率 (lm/W)

だけで評価せずに社会全体の明るさを適切に抑え、

シーンに応じて落ち着いた光に絞って暮らすことこそ

が必須であること、 そのためには白熱灯に勝る光源

はないことを強調されました。 データ＋体験で、 会

場の皆さんも共感されていたようです。

■さまざまな 「ことば」 から考える

最後は、 2050 年東京夜景展で集められた、 さまざ

まな業界のリーダーたちによる、 光の未来の予想を

いくつか取り上げ、 それをもとに岩井さんと話を広げ

ます。 明るさの予想だけでなく、 独自の風景を予想

したものなど、 バラエティに富んでいます。 さらに、

会場も交えて質問やコメントを頂きました。 特に、

岩井さんへのたくさんの質問が、 皆の関心の高さを

表していました。

■私たちはあかりに何を求めるのか？

ただ単に明るくするデンキではなく、 くつろぎの空間

や世界を美しく見せてくれるあかりを私たちは求めて

います。 しかしそれは、 穏やかであるからこそはか

なく脆い存在なのかもしれません。 私たちの生活を、

心を豊かしてくれる白熱灯。 今回のサロンを通じ、

白熱灯によってこそ得られる少ないエネルギーで豊

かに暮らす選択肢が存在するのだ、 という確信を持

つことができました。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三宅博行）
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■探偵団レポート 「未来の光と生活」

私たちは、LED などの 「光源」、器となる 「住まい」、

そして住まい手である 「ヒト」 の３つの切り口から近

未来における住まいのあかりを探ることにしました。

「光源」 では、 LED、 有機 EL が主流となることで、

光る家具やプロダクト、 光の色によって生活空間を

演出するなど光の選択肢が多様化することが予測さ

れます。

「住まい」 では自然光利用技術の発達や、 生体セ

ンサーによる照明制御など照明を含めたあらゆる設

備がシステム化される可能性があります。

そして、 「ヒト」 は山のようにある選択肢の中から好

みの光を見つけ生活するようになるのでは、 と予測

しました。 近い将来、 あかりの個性がより顕著に生

活空間の中に現れ、 ひょっとすると、 現在の白色

や電球色の窓あかりが、 それぞれ違ったカラフルな

窓あかりに変身するかもしれません。

また、 未来の光を実際に体験するべく、 新たな光と

生活シーンの実寸モデルをコイズミ照明さんにご協

力頂き作成しました。 レポートではその生活の様子

をショートフィルムにまとめて上映しました。 光るペッ

トが出迎えてくれたり、 光るランチョンマットで食事を

したり、、、 空想上のあかりと実際に生活をしてみる

と、 なかなか新鮮で心地の良い感覚でした。 探偵

団からのレポートでは大胆な未来予測をしましたが、

光ということを軸に未来を考えてみると、 このような

ことも夢ではないように思います。

■橋本夕紀夫さん 「自作を通して明日をみる」

今回はゲストスピーカーに、 インテリアデザイナーの

橋本夕紀夫さんをお迎えしました。 光に対して啓蒙的

な作品を数多く作られ、 商業空間だけにとどまらず住

宅もデザインされている橋本さんから、 近作の紹介

や住まいのあかりについてお話をして頂きました。

光のみを変化させることでリノベーションをしたバー

や京都の町屋のお話では、 光だけでがらっと空間

の雰囲気を変える橋本さんのデザインに、 会場の皆

さんや私たちも驚かされました。

話は住まいのあかりへと移り 「住宅では自然と光が

ただずんでいるようなナチュラルで住まい手を邪魔し

ない照明を求めたい」 と話されました。 そのような

あかりは、 住まい手がフレキシブルに照明を付け替

え、 あかりを楽しむことが出来るようになることで実

現されるかもしれないとのことでした。 未来の住まい

のあかりを考える上で大切なキーワードが満載のお

話を伺うことができました。

2008 年度の探偵団サロンは、『住まいのあかり - 過去･現在･

未来』をテーマに３回シリーズで展開してきました。最終回の

テーマは『未来の住宅照明を展望する』です。フィールドワー

クを通し、目でもって体でもって感じる光を題材にし議論をし

てきた探偵団は、もちろん空想的に未来を予測するのではなく

現実に起こっていることから住まいのあかりの可能性を探りま

した。

2009.01.16

田中智香 + 小川祐樹 + 藤井美沙

未来の光と生活のショートフィ

ルムを作成した。

昼間の光を吸収するスポンジ。

夜は家族で切り分けて使う。

照明探偵団サロン第 37 回

「住まいのあかり　過去・現在・未来」 

未来の住宅照明を展望する　

探偵団は近未来の住まいのあ

かりを大胆に予測した。
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会場にいらしていた照明デザ

イナー武石さんにもコメントを

頂いた。

橋本氏から光が大きなコンセプ

トとなった作品をご紹介頂いた。

トークセッションでは未来の住ま

いのあり方にまで話が及ぶ。

■対談 橋本夕紀夫×面出薫 「住まいのあかりが私

を変える？」

フィナーレであるお二人のトークセッションは大変盛

り上がり、予定時間をオーバーしてしまうほどでした。

ミースやコルビュジエからはじまり現代の若手建築家

の住宅作品を眺め、 自分ならばこういう照明をする

などいろいろなアイデアを出し合いながら、 住宅照

明の未来像を探っていきます。

面出団長の北欧住宅照明の話や、 橋本さんが手が

けられたホテルの話から、 これからの住まいに求め

られるのは、 「リラクゼーションだけではなくエンター

テイメント性である」 と住宅照明の未来像がだんだ

んと輪郭を持ち始めました。

未来では住まいをリラックスする場所としてだけでは

なく、 気軽に友人を誘いパーティーをするなど自己

表現の場として使用するのかもしれません。 そんな

時私たちは、 住まいをあかりでどんどん変化させ演

出することを楽しんでいるのではないでしょうか。 お

二人の対談を通じ、 未来には家族や友人とのコミュ

ニケーションに住まいのあかりが重要な要素となって

くるだろうという確信を得ることが出来ました。

■ 3 回にわたるサロンを振り返って

サロンの最後には、 ３度のサロンを振り返って改め

て未来の住まいのあかりを展望しました。 今までの

サロンを振り返ると、 1 回目では、 日本の伝統家屋

に残る心地の良い光を忘れてはならないということに

気付かされ、 ２回目では、 白熱灯を調光するなど工

夫して使うことで蛍光灯に負けず少ないエネルギー

で豊かに暮らすことができることがわかりました。 そ

して最後には面出団長が次のような未来の生活シー

ンにおける４つの予測をたてました。 ①新光源 (LED

や有機 EL) が革新する生活情景、 ②コンピューター

がつくる便利と多様な場面の転換、 ③自然光 ( 太陽

と火 ) をめでる生活態度、 ④わずかな光を楽しむ生

活様式。

私たちは未来に、 多様で、 個性的で、 快適なあか

りを手に入れるのではないか、 と展望し、 ３回シリ

ーズのサロンを締めくくりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤井美沙）

探偵団の大胆予測に面出団長

から辛口のコメントが入る。
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【照明探偵団の活動は以下の 20 社にご協賛頂いております。】

ルートロンアスカ株式会社　

岩崎電気株式会社　　

カラーキネティクス･ジャパン株式会社　

パナソニック電工株式会社　

ヤマギワ株式会社

山田照明株式会社　

マックスレイ株式会社

ニッポ電機株式会社　

エルコライティング株式会社　

ウシオライティング株式会社　

株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン

トキ ・ コーポレーション株式会社　

東芝ライテック株式会社　

コイズミ照明株式会社

マーチンプロフェッショナルジャパン株式会社

タルジェッテイ　ポールセン　ジャパン株式会社

株式会社遠藤照明

湘南工作販売株式会社

株式会社ウシオスペックス

森山産業株式会社




